
 

2018 年 6 月 7 日 

各 位 

会 社 名 宇 部 興 産 株 式 会 社 

代 表 者 名 代表取締役社長 山本 謙 

（ コ ー ド ： 4208  東証第 1 部・福証） 

問 合 せ 先 IR 広報部長  石川 博隆 

 （TEＬ  03－5419－6110） 

 

 

品質検査上の不適切行為に関する調査委員会の報告書について 

 

宇部興産株式会社（代表取締役社長：山本謙、以下「当社」）は、低密度ポリエチレン製品における

品質検査上の不適切行為の判明を受けて、2018 年 2 月 21 日付で当社と利害関係のない弁護士及び社外

取締役で構成される調査委員会を設置し、不適切行為の原因究明と再発防止策の妥当性検証等を進め

てきました。この間調査委員会では、対象範囲をグループ会社にも拡大して調査を進めるとともに、

当社は、調査委員会の調査に全面的に協力してまいりました。 

2018 年 6 月 5 日、当社は、調査委員会より調査報告書を受領し、6 月 6 日開催の取締役会において

これを公表することを決議しましたので、添付の通りお知らせします。 

調査報告書におきましては、低密度ポリエチレン製品および石灰石骨材を含む 16 事案（のべ 24 製

品）において品質に関する不適切行為が指摘されています。これらの事案につきましては、関連する

お客様に対して、製品の品質や安全性に問題がないことを順次説明しており、製品の品質や安全性に

関して問題があるとのご指摘は受けておりません。 

不適切行為が指摘された 16 事案（のべ 24 製品）のうち、ポリエチレンおよび石灰石骨材以外の 14

事案（のべ 22 製品）での不適切行為に該当する 2017 年度の売上高は 68 億円で、連結売上高の約 1%

です。 

これらの不適切行為につきまして、お客様、お取引先様、株主様をはじめ関係各位には多大なるご

迷惑とご心配をおかけし、改めて深くお詫び申し上げます。 

なお、本件による業績への影響につきましては、現時点では不明です。 

 

また、本取締役会において併せて決議しました当社再発防止対策及び関係役員の処分については、

本日付けで公表しました「品質検査上の不適切行為に関する再発防止策について」、「役員報酬の減額

に関するお知らせ」をご覧ください。 

 

今後は、この再発防止策を着実に実行し、当社グループにおけるガバナンスの向上と品質管理体制

の強化を図るとともに、関係各位の信頼回復に努めてまいります。 

 

＜不適切事案のお客様へのご説明状況について＞ 

  調査委員会の調査報告書において不適切行為が指摘された製品のうち、ポリエチレンにつきまし



ては対象となるお客様 50 社の全社様から製品の品質や安全性の面で「問題ない」あるいは「問題な

いが再発防止策の検証が必要」とのご見解をいただいております。 

石灰石骨材につきましては、出荷先は 1 社（関東宇部コンクリート工業株式会社）ですが、当該

骨材を使用した同社の生コンの出荷先となるお客様へのご説明をしております。 

ポリエチレンおよび石灰石骨材以外の 14 事案（のべ 22 製品）の販売先（お客様数）は 62 社あり、

全てのお客様に対して当社またはグループ会社から既にご説明させていただいておりますが、その

うち 50 社のお客様からは製品の品質や安全性の面で「問題ない」あるいは「問題ないが再発防止策

の検証が必要」とのご見解をいただいております。 

 

＜添付資料＞ 

   調査報告書 

 

以  上 










































































































































































































































































































